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 令和６年10月定例教育委員会会議録 

 

１ 開催日時、会場 

   令和６年10月25日（金） 14時50分～16時30分 

本庁舎 ３階 全員協議会室 

   

２ 出席 

渡辺正範教育長、浅田公子委員、廣田公男委員、渡邊奈々子委員、川崎正男委員 

 

３ 説明のため出席した者 

   教育文化部長（滝沢直子）、教育文化部副参事（鈴木政広）、教育総務課長（玉村浩之）、

学校教育課長（藤田剛）、学校教育課指導管理主事（渡邉正文）、生涯学習課長（樋口具

範）、スポーツ振興課長（数藤貴光）、文化財課長補佐（笠井洋祐）、森の学校キョロロ

副館長（小海修） 

 

４ 会議の内容 

（１）会議録署名委員の指名 

  署名委員：浅田委員、廣田委員 
 
（２）報告事項 

  ① 共催・後援等報告 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

各担当課長 

・資料に基づき説明 

 

② 報告第１号 中学校の学区再編計画の見直しの進め方について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

鈴木教育文化部副参事 

   ・資料に基づき説明    

 

   廣田委員 

   ・７ページのブロックごとの検討会だが、最初は南北ブロックで協議を始めたが、途 

中で東西ブロックのほうが良いと考え、変わることもあると思う。自分たちでブロッ

クを決めたのなら変わらないと思うが、人が決めたブロックに入って協議を始めると

変わることがあると思う。研究会は、このブロックを決めるのか。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・ブロックを誰が決めるのかということになると、自治組織ごとの話し合いになる。

研究会で顔を合わせて話を進めていきたい。 
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廣田委員 

   ・そこに相当時間をかける必要がある。後戻りしないような議論にしないといけない。 

あと、８ページに「済」と書いてあるが、説明会で配布された資料を必ずしも承認・理 

解していない人が中里地域を含めいると思うが。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・検討する段階が「済」という意味である。 

 

廣田委員 

・中里地域では「子どもの数が減ってくるのは、今までの行政の施策が悪いのであっ

て、もう少し減らないような施策をするべきである。それをやらないで、学校統合を

する。」というような意見があった。 

 

玉村教育総務課長 

・７月に実施した説明会では、あり方検討委員会から提出された提言書の内容を地域

の皆さんに説明した。中里は一番初めの説明会であった。提言内容や子どもの数の現

状等を説明したが、出された意見は、第２次学区適正化の方針に対する不満などが多

かった。提言の内容ではなかったと理解している。 

 

渡辺教育長 

・あり方検討委員会から提言をいただいて、それをベースにもう一度考え、ステップ

を踏んでいくことで理解していただくしかないと思う。ブロックについては、どうす

るかは自治組織の皆さんが決めることになるが、考え方としては、全体的な研究会・

検討会など全体で話し合うことが必要だと考える。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・渡邊委員の事前質問について、新設中学校の場所は、あくまでも仮置き。場所を決

めるうえで、居住場所、交通手段、災害リスク等を考える必要がある。どういう学校

を作るかによって、学校の広さも決まる。５haぐらいを想像しているが、場所も限

定されてくる。諸条件を考慮し、客観的に考え続ける。 

 

廣田委員 

・通学時間概ね１時間だと、信濃川右岸は、沢沿いに集落があるので、奥から順次子

どもを乗せて来ることができ可能だと思う。左岸は、集落が枝分かれしているので、

中間地点を作って乗り換えが必要となり、時間的なロスを考えると１時間では無理な

ような気がするが。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・仮置きした丸の地点まで一番遠い集落が松代の星峠集落であり、距離は28キロで

ある。車で約40分、乗り換え含めて１時間かからないと想定している。上沼道と国

道253号が合流し、乗り入れができる予定になっている。この先、松代・松之山地域

の子どもの分布も地域の中央部やその周辺に限られてくることが想定されるので、通

学時間も１時間はかからないと考える。 

 

（以上の質疑の後了承した） 
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③ 報告第２号 令和６年度新潟県発明工夫・模型展入賞者について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

藤田学校教育課長 

   ・資料に基づき説明 

 

  （特に質疑なく了承した） 

 

④ 報告第３号 市立学校における教職員の働き方改革について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

藤田学校教育課長 

・資料に基づき説明 

 

渡邊委員 

   ・学校への連絡や相談が勤務時間外に多く、それが超勤の主な原因なのか。 

 

藤田学校教育課長 

・それだけではないが、多くを占めている。 

 

川崎委員 

・19ページの参考資料「給特法」の表記だが、この資料が外部に出るのなら、正式名

称にした方が良い。朝の見守りボランティアを、保護者や地域の皆様にお願いすると

いう話がなかなか進まない。学校運営協議会、青少年育成会議などからリードしてい

ただき、先生方が働きやすい環境を作ってほしい。 

 

藤田学校教育課長 

・検討していきたい。 

 

渡辺教育長 

・本件については、全国的な課題である。先生方は、授業の準備をしたい時間に電話

が来て、準備をすることができなくなり、長時間労働や持ち帰り労働になってしまう

現実がある。そこで、このような対応をさせていただくということをご理解いただき

たい。 

 

浅田委員 

・電話でなく、メールによる問い合わせにはできないのか。 

 

藤田学校教育課長 

・学校の代表メールで対応することは可能である。 

 

（以上の質疑の後了承した） 
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⑤ 報告第４号 物品購入における事務過誤について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

藤田学校教育課長 

   ・資料に基づき説明 

 

廣田委員 

・再発防止について、これでは不十分だと思う。職員が特殊な契約だと思わなければ、

この再発防止策は何の役にも立たない。別の方法を考えないといけない。 

 

玉村教育総務課長 

・契約行為については、全庁的な契約マニュアルがある。物品購入する際は、担当課

でやる、財政課でやるなど分類一覧があり、全庁的に契約行為が行われている。今回

については、職員が誤ったやり方をしてしまった。契約行為は、担当者１人ではでき

ず必ず所属長の決裁が必要である。金額によっては、部長、教育長、市長の決裁が必要

となるので、担当者個人が判断することはあり得ない。このようなことが起きないよ

う、各課で注意しなければならない。 

 

廣田委員 

・今回、何人が確認したかわからないが、特殊と思わなかったわけで、防ぐにはどう

したらよいのか。 

 

玉村教育総務課長 

・金額の大きい契約については、財政課と相談しながらやるしかないと思う。１件当

たりの金額が多くなくても、トータルで膨らむケースがあるので、そのようなときは、

こまめに相談が必要だと思う。 

 

藤田学校教育課長 

・渡邊委員の事前質問について、他自治体の同様の事案は、新聞報道やネットニュー

ス等で知った。このケースは令和６年からの認識でよい。 

 

（以上の質疑の後了承した） 

 

⑥ 報告第５号 令和６年度「森の学校」ｷｮﾛﾛの開館時間及び休館日の変更について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

小海森の学校キョロロ副館長 

   ・資料に基づき説明 

 

  （特に質疑なく了承した） 
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⑦ 報告第６号 令和６年度十日町市博物館の休館日の変更について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

笠井文化財課長補佐 

   ・資料に基づき説明 

 

  （特に質疑なく了承した） 

 
（３）議決事項 

①議案第１号 令和６年度（令和５年度実績）十日町市教育委員会事務の管理・執行 

状況点検・評価報告書の承認について 

 

渡辺教育長 

・議案第１号を上程し、事務局の説明を求めた。 

    

玉村教育総務課長 

   ・資料に基づき説明 

 

川崎委員 

・７ページの生涯学習の推進、評価委員の評価として「指定管理の運営についてしっ

かりと管理することを望む」とある。現在も管理されていると思うが、今後どのよう

にやっていく予定なのか。 

 

樋口生涯学習課長 

   ・指定管理事業者は当然しっかりと管理している。今後、施設が老朽化していく中で 

適正な維持管理に努めてほしいという趣旨で書かれていたので、指定管理事業者と相

談しながら今後も管理をしっかりしていきたい。 

 

（以上の質疑のあと、全員挙手で決定した） 

 

②議案第２号 十日町市指定有形文化財への指定に関する諮問について 

 

渡辺教育長 

・議案第２号を上程し、事務局の説明を求めた。 

    

笠井文化財課長補佐 

   ・資料に基づき説明 

 

川崎委員 

・この資料を市の指定有形文化財に指定するという動きは、何年ぐらい前からでてい

たのか。 
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笠井文化財課長補佐 

・新潟大学の先生が調査に入り、貴重な資料だということで展示会などを既に行って

いた。全国的にも珍しい、これだけまとまっている資料は貴重だということで、令和

５年度から文化財保護審議委員から実物を見ていただき、今回目録を作り、諮問とい

う形で動いている状況である。 

 

渡辺教育長 

・取り組みは10年以上前からだよね。 

 

笠井文化財課長補佐 

・平成21年から調査に入っている。 

 

（以上の質疑のあと、全員挙手で決定した） 

 

５ その他 

（１）給食食材費の高騰に伴う学校給食費の改定について 

 

藤田学校教育課長 

   ・資料に基づき説明 

 

   廣田委員 

・文章がわかりにくい。④の部分がよく理解できない。 

 

藤田学校教育課長 

・内部で協議し修正する。 

 

（２）1１月の主な行事予定について 

・資料に基づき説明 

 

（３）次回定例教育委員会の開催日時 

・11月定例会 11月22日（金）13時30分から開催することを確認した。 

  ・12月定例会 12月26日（木）13時30分から開催することを確認した。 

 

以上で、16時30分に渡辺教育長が閉会を宣言した。 

 

以上の会議録に誤りがないことを認め、ここに署名する。  

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会 議 書 記  


